
有明の丘研修 地域別総合防災研修

質

（研
修
の
内
容
）

位置づけ
• 企画検討会で位置づけを明確化

• 各コースにコーディネータを委嘱

• 企画検討会とＷＧで常に改善

①研修指導要領、標準テキストの整合及び内

容の精査が不十分

⇒体系的に整理、内容の改善

②目的・位置づけが曖昧

⇒目的、位置づけの明確化

内容

③有明の丘（防災基礎）を援用しているが、地

域別研修としてカリキュラムが体系化され

ていない

⇒地域別研修として体系的に整備

量

（受
講
者
数
等
）

全般

④防災基礎の需要に追いついていない

【別紙A】

⇒基礎的な知識・態度の習得機会の確保

⑦平成30年度で全国を一巡し、今後の展開

について検討が必要

⇒需要に合った研修機会の提供

市区町村

⑤関東圏などに偏っている 【別紙B】

⑥全国の８割の市区町村は一度も参加してい

ない 【別紙C】

⇒全国の市区町村が受講しやすい環境の

整備

⑧全国の７割の市区町村は一度も参加してい

ない 【別紙D】

⇒全国の市区町村が受講しやすい環境の

整備

今後の研修のあり方検討(現状と課題) 資料５-２

緑字：現状 青字：課題 黒字：対応
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